
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２７日（木）２年生を対象に（家庭科の授業の一環として）SDGs 出前授業を実施しました。
講師は （株）明治 業務部コミュニケーション課 管理栄養士 平山 愛友（あゆ）先生です。 

 「SDGs」について漠然としたものをもっていた２年生もこの授業を受けて、少し具体的なことを
学ぶことができたのではないでしょうか。 
【講義の内容】（抜粋） 
〇日本の SDGs達成率について・・・世界１６３か国中で１９位 
〇SDGsは、地球の問題を解決するための目標・・・未来へつなげる、誰一人取り残さない 
〇持続可能な開発 SDGsの捉え方・・・５つの「P」People（人間）Planet（地球）Partnership
（パートナーシップ）Peace（平和）Prosperity（豊かさ） 
〇企業がしていること・・・「どんなことを？」「なぜそれを？」 
〇（株）明治が考える危機・・・世界で食べ物が足りなくなる➡すべての人が十分食べられて笑顔
になっている未来 
〇食品ロスの削減・・・世界で食べ物に困っている人は➡９人に１人 
〇（株）明治がしていること・・・①出荷する量を正確に予測して作る②賞味期限を延長する改良を
している③賞味期限を年月表示にしている④店ロスを減らすように相談する⑤フードバンク団体に
寄贈している 
〇みんなでできること・・・必要な分を買って最後まで食べきる 
〇原産地との協力・・・カカオ農家支援、生活をよくする取組（井戸の設置・絵画授業） 
〇あなたが見付けた危機は１７ゴールのどれで解決できますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピョンチャンオリンピックのスピードスケート、女子 500メートルの金メダリストで、今月 22日に
現役最後のレースを終えた小平奈緒選手が引退会見を開き、「山あり谷ありのジェットコースター
のような日々だった」と競技人生を振り返りました。 
長野県出身で３６歳の小平選手は、現役最後のレースとして今月２２日、全日本距離別選手権

の女子５００メートルに出場し、大会８連覇を果たしました。 
２７日は午後から都内で会見を開き、改めて現役引退を報告するとともに、今後の活動などにつ

いて報道陣の質問に答えました。 
この中で小平選手は、現役最後のレースについて「夢のような空間だったので、毎朝ほっぺたを

つねって現実だったんだと確認している。あの場にいたすべての人があの空間を作り出してくれて
いたと思うと、今も心が震えている」と心境を話しました。 
そして、競技人生について、「山あり谷ありのジェットコースターのような日々だった。一度も後ろ

を振り返らず、常に前を向いてこられた。つらかったことはないと言うと、うそになるが、最後のレー
スの１日で、きれいになった」と振り返りました。 
４回出場したオリンピックについては、「私は確かにそこで成長させてもらった。利用されるもの

ではなく、純粋に世界を明るくし、人と人をつなぐものであってほしい」と率直な思いを語りました。 
今後については、出身大学である信州大学の特任教授に就任し、来年１月から授業を行う予定

だということで、「私に授業ができるのか不安はあるが、学生とともに考えられる授業ができれば、
いいものになると思う」と話していました。 
 
 
 
 
 
 
 
―長野県の皆さんに伝えたいことは。 
「信州で生まれて信州で育って、本当に地域の皆さまに育てていただいた。出会いに恵まれたこ

とを、あの空間（エムウェーブ）で素直に思うことができた。皆さんの心に残るシーンとして、心を励
ます一つになればいいと願っている」 
―今後やってみたいことは。 

 「今までずっと捻挫が怖くてできなかった山登り。これからもグローバルにいろんな人たちと関
わりを持って生きていきたいので、語学も引き続きやっていきたい」（参照 NHK 他） 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

数字や順位で、自分や人の価値を決めつけない 

 ～スピードスケート日本代表 小平奈緒選手の引退会見から～ 

―これから子どもたちや学生たちにどんなメッセージをもって接していきたいか。 

「子どもたちを目の前にして、多くの学びを私自身も感じ取れたらと思う。私がスケートというス

ポーツで磨いてきた人間性というのは、一緒に競い合う仲間をリスペクトすることと、いろんな

人と接する中で違いを分かろうとすること。数字や順位で、自分や人の価値を決めつけないで

ほしいという思いはたくさんの子どもたちに伝えていけたらいいなと思う」 

SDGs出前授業を実施しました。 

 

「数字や順位で自分や人の価値を決めつけない」・・・では、なぜ、小平奈緒選手は「オリン

ピックでの金メダル」に挑み続けたのでしょうか？オリンピックのメダルはまさしく「順位」です

ね。「金メダルを取ったから」とか「オリンピック」に出場したからという事実がその人の価値で

はないということかもしれません。 

では、「あなたの価値は？」と問われたらどのように答えますか？小平奈緒選手のことばを

自分自身に置き換えて考えてみるのもいいかもしれません。 


